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脈拍 96/分，血圧 137/90mmHg，呼吸数 14/分であり，








































に 2018 年 4 月当科紹介受診となった．4月 27 日開腹右
副腎腫瘍切除術および肝尾状葉切除術を施行した．腫瘍
の明らかな下大静脈浸潤はなく，腎臓上極との間も剥離
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可能であり，腎臓を温存し副腎のみを摘出した．肝尾状
葉切除は消化器外科によって施行された．手術時間は 4
時間59分，出血量1382mlであった．病理検査所見では
副腎皮質癌・肝尾状葉転移，断端は陰性であった．術後
経過は良好で第 8病日に退院となった．その後，前医に
戻り再発予防目的にミトタン内服が再開され，現在まで
再発なく経過している．
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